
第16回北秋田市縄文まつり／市長ダイアリー 第14回北秋田市たかのす太鼓まつり／平成28年度北秋田市敬老式

　
第
16
回
北
秋
田
市
縄
文
ま
つ
り
が
、
９

月
10
日
に
伊
勢
堂
岱
縄
文
館
で
開
催
さ
れ
、

来
場
者
が
土
器
土
偶
づ
く
り
や
勾
玉
づ
く

り
な
ど
で
縄
文
の
暮
ら
し
や
文
化
を
体
験

し
ま
し
た
。

　
縄
文
ま
つ
り
は
、
昨
年
ま
で
遺
跡
周
辺

の
環
境
整
備
を
行
っ
て
い
た
た
め
、
市
文

化
会
館
等
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
は
５
年
ぶ
り
に
遺
跡
周
辺
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
縄
文
体
験
青
空
教
室
で
は
、
当
時
の
装

飾
品
だ
っ
た
勾
玉
づ
く
り
や
土
器
・
土
偶

づ
く
り
、
火
お
こ
し
体
験
、
的
当
て
体
験

な
ど
が
用
意
さ
れ
、
来
場
者
は
伊
勢
堂
岱

遺
跡
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
や

ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
か
ら
説

明
を
受
け
て
、
縄
文
人
の
暮
ら
し
や
文
化

の
体
験
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
が
行
わ
れ
、
レ
ク
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
が

縄
文
お
ど
り
を
披
露
し
た
ほ
か
、
唱
歌
を

歌
う
会
が
、
縄
文
衣
裳
を
ま
と
っ
て
合
唱

し
、美
し
い
歌
声
を
響
か
せ
ま
し
た
。ま
た
、

佐
伯
モ
リ
ヤ
ス
さ
ん
の
壺
打
楽
器
ウ
ド
ゥ

演
奏
と
今
野
日
音
硫
さ
ん
の
ダ
ン
ス
で
観

客
を
魅
了
し
た
ほ
か
、
あ
る
ま
ん
ど
山
平

＆
ベ
ル
・
ヴ
ィ
エ
ン
ト
ス
が
、
圧
巻
の
歌

声
と
演
奏
で
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

第
16
回
北
秋
田
市
縄
文
ま
つ
り

縄
文
の
暮
ら
し
や
文
化
を
体
験

◇
８
月
16
日
〜
９
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

▽
北
秋
田
市
出
身・豪
風
関
秋
田
県
県
民
栄
誉
章
顕
彰
式（
秋
田
市
）

▽
畠
山
政
二
氏
紺
綬
褒
章
伝
達
式（
本
庁
舎
）

▽
台
湾
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス（
26
日
ま
で
）

▽
國
立
龍
潭
高
級
中
学
訪
問（
台
湾
：
桃
園
市
）

▽
航
空
会
社
訪
問（
台
湾
：
台
北
市
）▽「
う
ま
い
秋
田
の
食
」試
飲
試

食
商
談
会（
台
湾
：
台
北
市
）▽
秋
田「
食
と
観
光
」交
流
懇
親
会（
台

湾
：
台
北
市
）

▽
秋
田
県・
高
雄
市
Ｍ
Ｏ
Ｕ
締
結
式
及
び
政
府
機
関
訪
問（
台
湾
：
高

雄
市
）

▽
第
５
回
秋
田
県
北
地
域
の
今
後
の
地
域
展
開
に
関
す
る
意
見
交
換

会（
大
館
市
）

▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）

▽
北
秋
田
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会（
本
庁
舎
）▽
北
秋
田
市
・

郡
選
出
秋
田
県
議
会
議
員
と
北
秋
田
市
と
の
意
見
交
換
会（
市
民
ふ

れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）

▽
お
は
な
し
ピ
ッ
コ
ロ 

秋
田
県
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
知
事
表
彰
受

賞
報
告（
本
庁
舎
）

▽
秋
田
県・県
内
市
町
村
と
誘
致
企
業
と
の
懇
談
会（
秋
田
市
）

▽
秋
田
県
消
防
協
会
大
館
北
秋
田
支
部
総
合
防
災
訓
練（
合
川
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）

▽
北
秋
田
市
敬
老
式《
合
川
地
区
》（
合
川
体
育
館
）

▽
北
秋
田
市
敬
老
式《
森
吉
地
区
》（
森
吉
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

▽
北
秋
田
市
議
会
９
月
定
例
会
本
会
議 

初
日（
議
事
堂
）

▽
北
秋
田
市
議
会
９
月
定
例
会
本
会
議 

一
般
質
問
①（
議
事
堂
）

▽
北
秋
田
市
議
会
９
月
定
例
会
本
会
議 

一
般
質
問
②（
議
事
堂
）

▽「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」北
秋
田
地
区
総
決
起
集
会（
北
欧
の

杜
公
園
）▽
北
秋
田
市
敬
老
式《
阿
仁
地
区
》（
阿
仁
公
民
館
）

▲土偶づくりに真剣に取り組み、縄文の
暮らしを体験する子どもたち

８
月
16
日（
火
）

18
日（
木
）

22
日（
月
）

23
日（
火
）

24
日（
水
）

25
日（
木
）

29
日（
月
）

30
日（
火
）

31
日（
水
）

９
月
1
日（
木
）

２
日（
金
）

４
日（
日
）

６
日（
火
）

８
日（
木
）

９
日（
金
）

13
日（
火
）

14
日（
水
）

15
日（
木
）

第
14
回
北
秋
田
市
た
か
の
す
太
鼓
ま
つ
り

多
様
な
太
鼓
の
リ
ズ
ム
と
大
太
鼓
が
共
鳴

い
つ
ま
で
も
壮
健
で
心
豊
か
な
人
生
を

　
第
14
回
北
秋
田
市
た
か
の
す
太
鼓
ま
つ

り
が
、
9
月
11
日
に
大
太
鼓
の
館
野
外
ス

テ
ー
ジ
で
開
か
れ
、
迫
力
あ
る
太
鼓
演
奏

や
優
雅
な
踊
り
を
見
よ
う
と
、
県
内
外
か

ら
大
勢
の
観
客
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
市
内
か
ら
11
団
体
と
「
上
小

阿
仁
和
太
鼓
保
存
会 
鼓
響
」
の
ほ
か
、

特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
仙
台
青
葉
ま
つ
り

で
、
す
ず
め
踊
り
を
披
露
し
て
い
る
祭
連

か
ら
精
鋭
を
集
め
た
、
仙
臺
す
ず
め
踊
り

「
伊
達
の
舞
２
０
１
６
」
と
太
鼓
祭
日
本

一
に
輝
い
た
創
作
和
太
鼓
集
団
「
打
鼓
音

（
神
奈
川
県
）」
が
出
演
し
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
の
最
初
を
飾
っ
た
の
は
綴
子
上

平
成
28
年
度
北
秋
田
市
敬
老
式

町
大
太
鼓
保
存
会
。
雷
鳴
の
ご
と
く
響
く

２
張
り
の
大
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
て
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
に
花
を
添
え
、
こ
の
あ
と
各
団

体
が
息
の
合
っ
た
太
鼓
演
奏
や
演
舞
を
披

露
し
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
特
別
ゲ
ス
ト
の
２
団
体
は
華
麗

な
踊
り
や
圧
巻
の
バ
チ
さ
ば
き
で
観
客
を

魅
了
し
、
最
後
は
年
に
２
回
し
か
演
奏
を

す
る
こ
と
の
な
い
綴
子
上
町
・
下
町
大
太

鼓
保
存
会
の
合
同
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
４

張
り
の
大
太
鼓
が
共
鳴
す
る
迫
力
あ
る
音

を
響
か
せ
る
と
、
そ
の
音
に
合
わ
せ
出
演

し
た
演
者
も
総
出
で
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
、

盛
大
に
ま
つ
り
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
度
の
敬
老
式
が
、
９
月
６
日

の
合
川
会
場
を
皮
切
り
に
、
各
地
区
10
会

場
で
開
催
さ
れ
、
長
寿
を
祝
う
と
と
も
に
、

お
互
い
の
健
康
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

　
今
年
、
敬
老
式
の
対
象
と
な
っ
た
75
歳

以
上
の
方
は
、
市
全
体
で
８
３
３
１
人
。

市
内
各
地
区
で
は
敬
老
式
が
行
わ
れ
、
こ

の
う
ち
合
川
地
区
で
行
わ
れ
た
敬
老
式
に

は
、
約
３
１
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
津
谷
市
長
は
「
今
日
は
同
じ
合

川
地
区
で
一
緒
に
過
ご
し
て
き
た
仲
間
同

士
で
、
思
い
出
話
や
お
互
い
の
近
況
を
語

り
合
い
な
が
ら
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

て
ほ
し
い
。
皆
さ
ん
が
い
つ
ま
で
も
壮
健

で
心
豊
か
な
人
生
を
過
ご
さ
れ
る
こ
と
を

祈
念
し
、
ま
た
来
年
も
こ
の
会
場
で
元
気

に
会
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
な

ど
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
敬
老
者
や
白
寿
・
米
寿
を
迎

え
ら
れ
た
方
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、

合
川
小
５
年
の
鈴
木
爽
丈
さ
ん
か
ら
敬
老

作
文
が
発
表
さ
れ
、
式
典
の
最
後
に
は
新

敬
老
者
を
代
表
し
て
三
浦
眞
一
さ
ん
か
ら

お
礼
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
は
祝
宴
が
開
か
れ
、
参
加

者
は
お
互
い
の
近
況
な
ど
を
語
り
合
っ
た

り
、
歌
や
踊
り
を
観
賞
し
な
が
ら
、
楽
し

い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

▲声高らかに乾杯し、祝宴がスタート
　　　　　　　　（９月６日、合川会場）

そ
う
た

▲縄文おどりで、縄文時代に思いを馳せ
るレクダンスサークルの皆さん

▲音楽に合わせて、手拍子を打つ参加者
　　　　　　　　（９月８日、森吉会場）

▲演者が総出演して、太鼓を打ち鳴らし
大太鼓と共鳴したフィナーレ

▲初舞台でしっかりポーズを決めた合川
太鼓保存会の子ども太鼓

ま
が
た
ま

か

お

る

だ
こ
お
ん

ろ
ん
た
ん

と
う
え
ん

た
か
お

広報きたあきた　2016.　10.　113 12広報きたあきた　2016.　10.　1


